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新生内膜形成抑制効果を認め、破裂強度では血管壁の
脆弱化は認められなかった。血管形成術との併用によ
る内膜肥厚抑制治療の有用性が示唆された。
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慢性心房細動の日内心拍変動解析についての検
討
（大学院二年・内科学第二専攻）
○アプライテ　アプラ
（内科学第二）
　三関　善成、森崎　愉彦、荒田　　宙
　小野　晴稔、石山　泰三、山科　　章
　心房細動患者の心拍変動は自律神経や循環動態な
ど様々な調節系の活動を反映し、予後の予測に有用で
あるとされている。最近、pNN50a（先行するRR間隔
より50msec以上長いRR間隔を示す割合）、　pNN50b
（先行するRR間隔より50　msec以上短いRR間隔を
示す割合）が心拍変動の新しい解析法として注目さ
れているが、心房細動の時間領域解析における検討は
充分になされていない。対象は6ヶ月以上持続し、投薬
を受けていない慢性性心房細動患者41名（男性31
名、年齢71±18歳）に24時間ホルター解析システム
（GE　marquette：MARS　8㎜）を用いて心拍変動（時
間領域解析）の日内変動につき検討した。
　24時間を4時間毎に6個の時間帯（AMO－4時、
AM　4－8時、　AM　8－12時、　PM　12一　16時、16－18時、　PM
18－24時）に分割し、それぞれにつき平均NN間隔、
SDNN．　pNN50．　pNN50a．　pNN50b．　pNN50b／pNN50a
を検討した。結果、平均NN間隔、　SDNN、　pNN50い
ずれも日中低下し、夜間に増加する日内変動を認め
た。平均pNN50の最高値を示す時間帯は0－4時に
23／41TYU（59％）、　8－12日寺に1／41イ列（3％）（64．0％vs　54．6％；
p＜0．001）であった。1症例除く全症例において、すべ
ての時間帯で、pNN50b／pNN50aの値は1．0以上であ
り、4時間毎のpNN50b／pNN50aは日中（8－20時）に
最高値示す傾向にあった（29／41、70％）。特に、8－12時
において、pNN50b／pNN50aが最低値を示した0－4時
に比べて有意に高値であったψ＝0．04）。慢性心房細
動患者において、RR間隔の短縮と延長パターンに特
徴的な日内変動を認めた。今後pNN50a、　pNN50bの
臨床的意義を明らかにして行くことが必要と思われ
た。
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アキレス腱損傷モデルにおけるLIPUSの治癒
効果
（大学院単位取得・整形外科学専攻）
○岩崎　　剛
（整形外科学）
　正岡　利紀、山本　謙吾
（八王子・整形外科）
　朝日　盛也
【目的】我々はこれまでに、ラットのアキレス腱損傷
モデルを用い、Low　Intensity　Pulsed　Ultra　Sound（以
下LIPUS）の影響ついて検討してきた。
　今回、我々は低出力超音波刺激（LIPUS）をアキレ
ス腱損傷部に照射して修復過程におけるその効果を
力学的に評価し、さらにTGFβ、　Type　I、　III　collagen
に注目し、その効果について検討した。
【対象および方法】アキレス腱損傷モデルラット96
羽を用い、片側にLIPUSを照射し照射群、対側を非照
射群として実験対象とした。LIPUSは、周波数L5
MHz繰り返し周波数1．O　KHzバースト幅200μsec照
射出力30mW／cm2に設定、毎日20分間2～28日間照
射を行った。術後、各日数にて屠殺した後にアキレス
腱を採取し、引っ張り強度測定（クランプ間隔3mm、
引っ張り速度3mm／min）を行い、また連続前額断切
片を作製、免疫組織学的検討（TGF一β、　Type　I、　III
COllagen）を行った。
【結果】　強度試験では、術後10日目の強度は照射群
が有意に強かった（P＜0．Ol）が、14日目では10日目
と比し強度は強くなるも、両群問に有意差は認められ
なくなった。陽性細胞面積率にてTGF一βは経時的に
増加傾向を示した。Type　III　collagenは10日目より、
Type　I　collagenは14日目以降で著明な増加を認めた。
双方とも21日目まで照射群が有意に高値を示す
（P＜0．05）も28日目では有意差はなくなった。
【考察】我々はこれまでに修復期における照射群の
b－FGF、　PDGF産生が有意に高値を示すことを報告し
た。今回、腱損傷修復期においてLIPUSにより、TGF一
βの産生の充進に伴い、Type　I、　III　collagen形成を高
め、b－FGF、　PDGFに刺激された新生血管壁の増生に
作用し、腱鞘腹に促進的に働くともの考えられた。
【結論】LIPUSは腱の修復過程を活性化し、腱の再
構築に対し有効に作用していると考えられた。
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